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【内容要旨】（1,200 字以内） 
【目的】現在の骨軟骨病変の治療には課題がある．多血小板フィブリン（PRF）は血液

をガラス製採血管で抗凝固剤を加えずに遠心分離して作製されるフィブリン塊で，成長

因子を含み足場の機能を有する．筆者らは骨髄血から PRF を作製できることを報告し

たが，骨軟骨修復能については不明である．本研究の目的は家兎膝関節骨軟骨欠損に対

する末梢血由来 PRF（P-PRF）と骨髄由来 PRF（BM-PRF）の効果を比較することで

ある． 

【方法】 

P-PRF と BM-PRF の作製: P-PRF は耳介動脈から採取した末梢血 3 ml を遠心分離

（1600 g，10 分間）して作製した．BM-PRF は腸骨（骨髄血 3 ml）から作製した．

In vitro 実験: 月齢 4 か月の家兎 3 羽より P-PRF と BM-PRF を作製し，1，3，7，10，

14 日目に TGF-β1 濃度を ELISA で測定した．また P-PRF と BM-PRF を 14 日間培養

し，PRF 内の単核細胞の有無を観察した．さらに各 PRF との 5 日間の共培養による家

兎 MSC への細胞増殖効果を評価した．

In vivo 実験: 月齢 4 か月の家兎 36 羽を対照群，P-PRF 群，BM-PRF 群の 3 群に分け

た（各群 n＝12）．対照群では膝蓋骨溝に骨軟骨欠損（直径 4 mm･深さ 3 mm）を作製

した．P-PRF 群と BM-PRF 群では各 PRF を欠損部に移植した．術後 4 週と 12 週に膝

関節を摘出した．micro-CT 解析では術後 12 週の総軟骨下骨量を評価した．組織学的

解析では，術後 12 週の骨軟骨修復状況についてサフラニン O 染色を行い Niederauer

スコアで評価し，術後 4，12 週の膝蓋下脂肪体滑膜の炎症程度については HE 染色を

行い Krenn スコアで評価した．また術後 4 週の骨軟骨欠損部の TGF-β1 発現について

免疫組織化学を行い定量的に評価した．

統計学的分析: t検定，one-way ANOVA，Tukey検定，Kruskal-Wallis検定，Steel-Dwass

多重比較を用い，有意水準は p＜0.05 とした．

【結果】In vitro 実験: BM-PRF から徐放された TGF-β1 濃度は P-PRFに比べ 3，7，

10 日目で有意に高かった．BM-PRF の培地内に単核細胞の増殖を認めたが，P-PRF で

は細胞は存在しなかった．また BM-PRF との共培養により家兎 MSC の細胞増殖は促

進した．In vivo 実験: micro-CT では BM-PRF 群の総軟骨下骨量は他 2 群よりも有意

に多かった．組織学的評価では対照群と比較し，BM-PRF 群は 12 週の Niederauer ス

コアが有意に高く，4週のKrennスコアが有意に低かった．また，BM-PRF群の TGF-β1

染色陽性率は他 2 群よりも有意に高かった．

【考察】P-PRF と比較し BM-PRF は単核細胞を含有し，骨軟骨修復能や抗炎症効果を

有する TGF-β1 を高濃度に徐放し，MSC に対する高い増殖効果を示した．BM-PRF を

骨軟骨欠損部に移植した結果，欠損部では TGF-β1 が高発現し，骨軟骨修復が促進され，

硝子様軟骨で修復した．また，術後早期の滑膜の炎症程度が低いことから，BM-PRF

は高い抗炎症効果を有し，早期から修復期やリモデリング期に移行して高い骨軟骨修復

効果を示したと考えられた．BM-PRF は骨軟骨欠損治療に寄与できる可能性が示唆さ

れた．
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